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In May 2021, as a certification organization, Osaka University of Tourism awarded (individual) certification for the 
ISO international standard ISO13611:2014 Interpreting - Guidelines for Community Interpreting to nine interpreters 
(one for the Chinese language, three for the Portuguese language and five for the English language). This paper 
compiles the results of the multilingual aptitude tests carried out so far this year and further discusses the 
implementation of the aptitude tests. This paper then aims to discuss the role of universities of higher education in 
ensuring the quality of language competence of community interpreters and interpreting students. 
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1. はじめに 
本稿は、公衆衛⽣学、観光学の分野における『ISO13611:2014』認証授与に際し実施したコミュニティ通訳サ

ービス提供者の⾔語運⽤能⼒を測る適正テスト実施と結果についての分析を⾏い、⾼等教育機関のカリキュラム
におけるコミュニティ通訳者養成について検討することを⽬的とする。具体的には本稿に先⽴つ佐藤・⼩森・林
⽥（2022）でまとめられなかった問題意識を発展させ、適正テスト実施結果の集計をもとに適正テスト実施に関
する考察をさらに深める。そして、コミュニティ通訳者および通訳学学習者の⾔語運⽤能⼒の質を担保するため
の⾼等教育機関の役割について考察する。 

2021 年 5 ⽉、⼤阪観光⼤学は、『ISO13611:2014 通訳−コミュニティ通訳のためのガイドライン』の認証機関
として認証授与（個⼈認証）を⾏った。9 名（中国語１名、ポルトガル語３名、英語 5 名）の通訳者が『ISO13611:2014 
通訳コミュニティ通訳のためのガイドライン』（『ISO13611:2014』）の認証を取得した（大阪観光大学, 2021b）。 

1947年に設⽴された国際標準化機構（ISO）は、これまで様々な分野において 2 万におよぶ ISO 国際規格を発
⾏してきた。原⽂は英語、フランス語であり、その認証取得は⽇本国内にとどまらず、世界的に通⽤する。すな
わち上記認証取得者である通訳者は、グローバルスタンダードに則ったコミュニティ通訳者として認証を受けた。
⼤阪観光⼤学以外では、オーストリア⼯科⼤学（IST）が 2015 年以降『ISO13611:2014』認証授与を⾏っている。
通訳者にとって ISO 国際規格の認証取得は、グローバルに活躍するためのインセンティブとなり得る。 
冒頭で述べた『ISO13611:2014』認証取得通訳者は、⾔語運⽤能⼒を測る「適正テスト」 を受検した(林⽥, 2019)。
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適正テストは 2 ⾔語の双⽅向運⽤能⼒をチェックするためのテストである。⼤阪観光⼤学は、適正テスト 80％達
成度（CEFR B2 レベル相当）を以って『ISO13611:2014』認証取得要件とした。この要件は、コミュニティ通訳
認証授与を⽬指す通訳学学習者にとって、CEFR B2レベル相当以上の⾔語の双⽅向運⽤能⼒を⾝に付ける指標と
なる。本適正テストは、認知⼼理学の視座に基づいて実施している。受検者の⾔語理解・⾔語産出プロセスを経
て発話の前段階までの⾔語処理能⼒を測定するテストである。 

その概要は佐藤・小森・林田(2022)に記載している。「認知⼼理学の視座」と前述したが、適正テストの情報処
理プロセスは、下記のような坂本の「⾔語使⽤（産出と理解）のモデル」の考え⽅を運⽤基準として援⽤してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-１「⾔語使⽤（産出と理解）のモデル」（坂本, 2014, p.192）1 
 

 坂本は、Collins および Loftus が唱えるネットワークを形成する情報処理プロセスを基盤とし、⾔語使⽤をモ
デル化した。適正テストにおける⾔語使⽤の意味処理プロセスも以下のように考察する。 

・適正テストは情報処理プロセスとして捉える 
⼈間の⼼的活動は、認知⼼理学においては、「情報処理プロセス」として捉えられる。⼊⼒された情報は、操

作、貯蔵、検索や照合が⾏われる。その過程を経て出⼒された情報は、⼼的辞書（mental lexicon）となる。⻑
期記憶内に保持された情報は、⾔語知識による集合体となる。単語は、形態、⾳韻、意味の属性情報を持ち、
統語が⾏われ、語の⽤法の⽂法規則を含む意味ネットワークとなる(Collins & Loftus, 1975)。 
・⾔語使⽤（産出と理解）をモデル化する 
⾔語を含む知識の表象は、概念が意味的関連性によりリンクされ、ネットワークを形成する。ある情報処理は、

概念を活性化する。その活性化は上記のネットワークに拡散する。そのネットワークへの拡散が他の概念を活性
化し、「スタンバイ」の状態になる。これは先⾏刺激が⾏為を促進または抑制する「プライミング効果」となる。 

Collins および Loftus によると、概念の「名称」は⾳韻的関連性によるネットワークを形成する(Collins & 
Loftus,1975, p.407)。著者らの前述の研究報告では、⾳韻的関連性によるネットワーク形成を図式化し、説明し
た（佐藤, ⼩森, 林⽥, 2022, p.48)。適正テストでは、問題⾳声が提⽰されると、1)適正テストの解答意図の符号
化、2)問題意図の解読、3)適正テストの提⽰⾔語へのアクセス、4)解答⾔語の語彙へのアクセス、5)解答の選択
といった過程を経る。上記過程で発話書字が、上記 5)の解答の選択となって、「運動指令」が⾏われる。 
_______________________________________________________________________________________________________ 

1 2021 年開催の⽇本通訳翻訳学会第 22 回年次⼤会において佐藤、⼩森、林⽥が発表した資料の⼀部。 
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筆者らは上記の認知⼼理学の視座を持ち、適正テスト受検時の受検者の意味ネットワークは、上述モデルを形
成すると考察し、受検者による本研究への同意を受け、適正テストを実施した。 
上述国際規格『ISO13611:2014』の認証は、3 年間の更新期間が設けられている。認証を取得した通訳者が本認

証の更新を⾏うには、継続的に⾔語運⽤能⼒の維持を⾏う必要がある。認証取得通訳者は、CEFR B2レベル以上
の⾔語処理能⼒を維持する必要があり、コミュニティ通訳および通訳者の⾔語運⽤能⼒の質を担保しなければな
らない。このシステムによって認証取得および認証を更新する通訳者は⾃らの⾔語運⽤能⼒を証明できる。 

2021 年度末に、京都外国語⼤学外国語学部ロシア語学科においてロシア語適正テストが実施された。その後
2022 年度に⼊り、2 名のロシア語通訳者が『ISO13611:2014』認証を取得した。  
⽔野および内藤は、コミュニティ通訳者および通訳学学習者の⾔語運⽤能⼒の質を担保することが必要である

ことを指摘している（⽔野・内藤, 2015,pp.40-41）。本稿では、『ISO13611:2014』認証取得要件の⼀部となる CEFR 
B2レベルの⾔語運⽤能⼒を測るために 2022 年度前期までに実施した多⾔語による適正テスト、中でも適正テス
ト受検者が本学では最多となる英語の適正テスト受検結果を集計した。2 

2.  先⾏研究 
コミュニティ通訳に関する筆者らの論稿シリーズ「観光施設における外国⼈への⼝頭による多⾔語サービス向

上と 通訳に関する ISＯ国際規格の貢献[コミュニティ通訳(1)]」、「⾼等教育機関の認証授与および⾔語運⽤能⼒
を測る適正テスト実施に関する考察―『ISO13611:2014 通訳−コミュニティ通訳に関するガイドライン』の視座
より[コミュニティ通訳(2)]」3においてコミュニティ通訳に関する定義は提⽰したが（佐藤, 2021, p.76 ／佐藤・
⼩森・林⽥, 2022, p.44）、再度本稿で確認する。 
(1) コミュニティ通訳に関する定義 

コミュニティ通訳とは、移⺠や外国⼈が受け⼊れ社会が使う⾔語を解さないことで不利益を被らずに過ごすた
めに必要となる通訳業務である（⽔野, 内藤 2018）。コミュニティ通訳業務には、医療および司法を含めた⾔語
権すなわち、⾔語理解へのアクセス権(基本的⼈権へのアクセス)という理念が根底にある（林⽥ 2020）佐藤・⼩
森・林⽥（2022）の先⾏研究史では、司法、医療、教育分野での利活⽤の現状や多⾔語によるコミュニティ通訳、
相談通訳としてのコミュニティ通訳について概観し、問題の所在を明⽰した。 
 本稿は「観光客や被災者へのサービスも含まれる」と明記している『ISO13611』2.1.2 における「コミュニテ
ィ通訳」の定義、「コミュニティ利⽤の⽬的で、コミュニケーションの場⾯において異なる⾔語の話者間で起こる
双⽅向の通訳」に従う（ISO, 2014a）。 

(2) ⾼等教育機関によるコミュニティ通訳者養成 
コミュニティ通訳業務は、⾔語の異なる⽂明が交流した古代から⾏われてきたが、その⼿法や環境は業務内容

で多岐にわたる（Rudvin & Tomassini, 2008）。 
「コミュニティ通訳」業務は⾏政や教育といった⽣活のさまざまな場⾯に及ぶ。⾼等教育機関や⾃治体は助成

等を受け、多⾔語によるコミュニティ通訳者の養成を⾏っている（内藤, 2013、⽴教⼤学, 2016、武⽥, 2017）。ま
た通訳を介した司法の場における外国語から⽇本語への⾔語的変容とその影響について調査を⾏う研究者らもい
る（⾚嶺・仲・⽔野, 2020）。 
「相談通訳」を⾏う通訳者としても、コミュニティ通訳者は社会において認知度を⾼めている。東京外国語⼤

学多⽂化多⾔語教育研究センターは 2010 年、「コミュニティ通訳養成講座」を開催し、2012 年までに 10 ⾔語 60
⼈に当該講座修了書を授与している（内藤, 2013)。同センターによると 10 年前の 2011 年は、精神医療分野等、

_______________________________________________________________________________________________________ 
2 中国語、ポルトガル語、ロシア語の多⾔語で実施した適正テスト受検者数は⼀桁の段階であり、集計を⾏う資料とするには
さらなる受検者数が必要と考えたため、本稿では取り上げなかった。 
3 発⾏済みの論稿をシリーズ化するにあたり、それぞれの論稿に副題「コミュニティ通訳(1)」「コミュニティ通訳(2)」を追
記することについて、⼤阪観光⼤学観光学研究教育センターより 2022 年 11 ⽉ 7 ⽇に許可を得た。 
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通訳需要は⾼いが、⾼⽔準の医療通訳技能を持つ精神医療通訳者が不⾜している状況であった（内藤, 2013)。 
愛知県⽴⼤学⼤学院は、2022 年 4 ⽉、1）専⾨性を持つプロフェッショナルなコミュニティ通訳者、2）コミュ

ニティ通訳コーディネーター、3）コミュニティ通訳分野における指導者、研究者としての⼈材を養成するコミュ
ニティ通訳学コースを開設した（愛知県⽴⼤学, 2011）。 
京都外国語⼤学は、2022 年 9 ⽉（秋学期）に、「コミュニティ通訳特論」を新規開講した（京都外国語⼤学, 

2022）。 

(3) 問題の所在 
⾼等教育機関のコミュニティ通訳に関する先⾏研究では、⾃治体等の外国⼈相談窓⼝での相談通訳や警察・裁

判といった司法の場における⾔語サービスに関する研究が⾏われてきたが、2020 年代になると、「コミュニティ
通訳」関連科⽬が⾼等教育機関のコースカリキュラムやプログラムの⼀部に組み込まれ、指導が⾏われるように
なった。 
内藤は 2013 年の時点で、コミュニティ通訳業務は、専⾨分野が多岐にわたり、時には⼀⼈の通訳者に様々な

分野の通訳業務が課されると⾒受けられると、指摘している（内藤, 2013）。こうした指摘を考慮し、武⽥・ ⼭⽥
（2017）の中で、武⽥はガイドラインを設け、⾼等教育におけるコミュニティ通訳翻訳の指導を⾏っていると述
べている（武⽥・ ⼭⽥, 2017）。しかしながら、公益財団法⼈⼤阪公衆衛⽣協会元事務局⻑井⼾は、正確な医療知
識を持つコミュニティ通訳者、翻訳者が不⾜している現状があると指摘している(井⼾, 2020)。 

佐藤（2021）において、筆者は公衆衛⽣分野で国際的な標準に合致した、観光施設における外国⼈への⼝頭に
よる多⾔語サービスの向上について問題意識を持ち、公衆衛⽣分野におけるコミュニティ通訳者を養成すること
について⾔及した（佐藤, 2021）。 

佐藤、⼩森、林⽥（2022）では、筆者らは公衆衛⽣分野において、患者と医療従事者間の⾔葉の壁を取り除く
ために AI 機器を活⽤した通訳⽀援等が⾏われている現状を説明し、ISOが 2014 年に発⾏した上記規格の⾼等教
育機関による多⾔語の認証授与と適正テストの意義について考察した（佐藤、⼩森、林⽥, 2022）。また、⾼等教
育機関が担う通訳養成における AI活⽤と分野の特化についても検討した (佐藤, 2021）。 

3.  多⾔語による国際規格『ISO13611:2014』の認証授与の意義 
2021 年 5 ⽉ 13⽇、⼤阪観光⼤学は、英語(5 名）、中国語(1 名)、ポルトガル語（3 名）の適正テスト 80％を超

える評価を得た９名 の 通 訳 者 に 認 証 授 与要件に従い 、厳正 な書類審査を経た後、ISO 国 際規格である
『ISO13611:2014 通訳―通訳のためのガイドライン』認証を授与した。ISO 国際規格『ISO1361:2014』の認証
を取得した通訳者は、グローバルスタンダードに則ったコミュニティ通訳者となる。通訳者にとって ISO 国際規
格の認証取得は、国際的に活躍するためのインセンティブとなり得る。 

⼤阪観光⼤学以外では、オーストリア⼯科⼤学（IST）が 2015 年以降『ISO13611:2014』認証授与を⾏ってい
る。京都外国語⼤学は、2021 年度より『ISO13611:2014』認証取得に必要となる⾔語運⽤能⼒を測るロシア語の
適正テスト実施を開始した（京都外国語⼤学外国語学部ロシア語学科, 2022）。同⼤学は 2024 年度のカリキュラ
ム改正に伴い、『ISO13611:2014』認証授与機関化を視野に⼊れ、2022 年秋学期から「コミュニティ通訳特論」
の科⽬をカリキュラムに含め、通訳学の学習指導を展開している（京都外国語⼤学, 2022）。 

4.   ⾔語運⽤能⼒を測る「適正テスト」 
冒頭で述べた『ISO13611:2014』認証取得通訳者は、⾔語運⽤能⼒を測る「適正テスト」 を受検した(林⽥, 2019)。 

(1)適正テストが測定する⾔語運⽤能⼒と適正テスト受検者の科⽬名 
⼤阪観光⼤学は、『ISO13611:2014』認証取得要件の⾔語運⽤能⼒測定には、適正テスト 80％達成度（CEFR B2

レベル相当）を組み込んでいる。CEFR B2レベル相当以上の⾔語の双⽅向運⽤能⼒取得はコミュニティ通訳認証
取得を⽬指す通訳学学習者にとって指標となる。佐藤・⼩森・林⽥（2022）にまとめているが、本適正テストは、
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⼩森が 2021 年に開催された⽇本通訳翻訳学会年次⼤会の⼝頭発表で明⽰したように、認知⼼理学の視座に基づ
き、受検者の⾔語理解・⾔語産出プロセスを経て発話の前段階までの⾔語運⽤能⼒を測定する（⼩森 2021）。 
「適正テスト」実施に関して、その要諦を佐藤（2021）にまとめている（佐藤, 2021）。適正テストは 2022 年

11 ⽉までに筆者が指導する Tourism Business（300 名程度）、Travel Service (60 名程度)、総合英語 I、II（220 名
程度）、スタジオ（ゼミ）（5 名）の 1 年⽣から 4 年⽣までの⽇本⼈学⽣、留学⽣を対象に実施した。 

また、具体的な出題と認知⼼理学の視座からの検討は、佐藤・⼩森・林⽥（2022）に掲載している（佐藤・⼩
森・林⽥, 2022）。 

(2) 適正テストサンプル   
適正テストサンプルについては、筆者らが 2021 年通訳翻訳学会総会で発表した例を以下に提⽰する。 

 

 
 
図-2「適正テストの受検サンプル問題 セクション I」（佐藤・⼩森・林⽥ 2021）4 
 

 
 
図-３「適正テストの受検サンプル問題 セクション II」（佐藤・⼩森・林⽥ 2021)5 
2020 年度以降は、オンライン受検⽅式となり、⽇本以外の国・地域（台湾、ポルトガル）からの受検希望とコ

ロナ禍による実施利便性を考慮し、オンライン受検を実施している。林⽥ 2021 によると、問題 1 から問題 4 ま
で(問題選択肢数現⾏ 140 問)を回答者は制限時間内で回答する。CEFRB2 相当以上の⾔語運⽤能⼒と判定するに
は 80％以上（112 問以上）の正解を必要とする。90 分の所要時間でテスト問題⽤紙にデジタル時刻を掲⽰してい
_______________________________________________________________________________________________________ 

4 2021 年開催の⽇本通訳翻訳学会第 22 回年次⼤会において佐藤、⼩森、林⽥が発表した資料の⼀部。 
5 2021 年開催の⽇本通訳翻訳学会第 22 回年次⼤会において佐藤、⼩森、林⽥が発表した資料の⼀部。 

 



⼤阪観光⼤学研究論集第 23 号（2023 年 3 ⽉）	 50 

 

る。ヒアリング時間は数分間続く。⽇本語の（ ）付の⽂は上記サンプルより容量が⼤きく、選択肢も倍量とな
る。 

(3) 適正テストの実施結果 
英語と⽇本語の組み合わせの適正テストは、林⽥が 2013 年度より実施している（佐藤・小森・林田, 2022）。

中国語、ポルトガル語と⽇本語の組み合わせの適正テストは、オンライン受検となる 2020 年度より⼤阪観光⼤
学主催で実施している。英語と⽇本語の組み合わせの適正テストは⼤阪観光⼤学のコミュニティ通訳、英語関連
授業の⼀環として実施している。ロシア語と⽇本語の組み合わせの適正テストは 2021 年度末に、京都外国語⼤
学外国語学部ロシア語学科においてロシア語適正テストが実施された。⼤阪観光⼤学は、2022 年度 12 ⽉にベト
ナム語と⽇本語の組み合わせで適正テストを実施する。また、⼤阪観光⼤学は 2022 年度までに、11 名（中国語
1 名、ポルトガル語 3 名、英語 5 名、ロシア語 2 名）の通訳者に『ISO13611:2014』認証を授与している。  

本項では、2020 年度、2021 年度、2022 年度前期までに実施した多⾔語による適正テストの、英語による適正
テスト受検結果を集計する。当該適正テスト実施に関する考察をさらに深め、コミュニティ通訳者および通訳学
学習者の⾔語運⽤能⼒の質を担保するための（⽔野・内藤, 2015,pp.40-41）、⾼等教育機関の役割について考察す
る。 

⼩森による、英語と⽇本語の組み合わせによる適正テスト 440件超の有効であったデータ数 425件の集計結果
は表-1、図-3 で⽰す通りである。図-３は、集計結果を可視化し、得点区分における度数分布で表⽰した。 

   
         表-1 適正テスト得点の基本統計量（累計） 

項⽬ 合計 
平均値 52.35 

標準偏差 22.19 
中央値 50.76 
最⼩値 2.50 
最⼤値 88.38 
データ数 425 

 

 
図-４ 合計得点の分布（N=425） 

 
425件の受検による満点を 100 とすると、最⼤値は 88.38で最⼩値は 2.50 となった。仮に答案⽤紙に記⼊の際

に受検者側がスマートフォン等の狭⼩表⽰や Wi-Fi 環境の不備で断続的な通信による ZOOM の⼊退室を繰り返
す等の不具合等があっても、オンライン受検は、回答⽤紙となるフォームのクリックで提出が可能となる。常時
受検会場にいて回答⽤紙に向かう対⾯式のテストとは異なる環境となり、得点区分と度数が異なる可能性がある。
その可能性も考慮に⼊れたが、提出された問題 1〜4 および各問題のセクション I および II という構成の合計 8
件となる Google Form を活⽤した回答⽤紙は、全問題、全セクションにおいて記⼊に成功した回答のみ集計した。
合計得点の分布は上記図-3 のようになった。 
 70〜79パーセントの得点配分が425 名の受検数のうち90 名（21.1パーセント）を超える。また『ISO13611:2014』
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認証取得の要件となる 80 以上の得点配分が 50 名（11.7パーセント）となっている。また、社会⼈ 10 名を除く
受検者の⼤半は学⽣であるが、『ISO13611:2014』認証取得の要件となる 80 パーセント以上の得点配分が 50 名
（11.7パーセント）に上っている。しかしながら、2022 年 10 ⽉現在、学⽣で『ISO13611:2014』認証を取得し
たのは 1 名である。 

また合計得点の分布に⼭が⼆つあることについては、次のように考えられる。受検⾔語は、英語と⽇本語の⼆
⾔語の組合せが対象となるテストであった。受検者は、⺟語の獲得度と第⼀学習⾔語の習得度を測るグループと、
第⼀学習⾔語と第⼆学習⾔語の習得度を測るグループに分かれた。受検結果は、前者に対する後者の⾔語運⽤能
⼒の⾼低差が現れた。⾔語運⽤能⼒の差が⼤きければ、⼭の距離が離れ、⼩さければその距離は接近することに
なる。後者の学習⾔語の習得度のレベルがともに⾼ければ、前者の⼭に重なるように⼀⼭となり、正規分布をな
す可能性があるとも⾔える。 
(4) 『ISO13611:2014』認証取得に関する考察 
 ⼤阪観光⼤学が認証機関となる『ISO13611:2014』認証取得においては、適正テスト CEFER B2レベル以上の
⾔語運⽤能⼒を必要とする要件の他、コミュニティ通訳に関する座学履修の時間を要件としている。2015 年よ
り、医療通訳者養成を⾏っている⼤阪⼤学医療通訳コースでは、37.5 時間を超える現場での実習を含む 173.5 時
間（1 単位＝45 時間とすると 4単位弱）の医療通訳に関する学習が必要となる（コンソーシアム関⻄, 2021）。 

⼤阪観光⼤学が認証機関となる『ISO13611:2014』認証取得が⽬指す分野は、公衆衛⽣分野を含むため、上記
医療通訳養成分野との重複を考慮し、総体的な分野は異なるが、包括的学習時間を、⼤阪⼤学医療通訳養成コー
スの学習時間に倣うものとした。 

⾔語運⽤能⼒が CEFR B2 レベル以上である学⽣が、『ISO13611:2014』認証取得を希望する場合、⾼等教育機
関および／または指導者である教員は、『ISO13611:2014』認証取得を希望する学⽣が、⾼等教育機関においてコ
ミュニティ通訳に関する授業科⽬で学習し、所定の時間数の座学と現場での実習（On the job training: OJT）を
⾏い、『ISO13611:2014』で規定された推奨事項を遵守できるよう、授業を開講し、指導することが求められる。 

5.  まとめ 
本稿では、『ISO13611:2014』認証取得要件の⼀部となる CEFR B2 レベルの⾔語運⽤能⼒を測るために 2022

年度前期までに実施した多⾔語による適正テスト、中でも本稿では適正テスト受検者が本学では最多となる英語
の適正テスト受検結果を集計した。中国語、ポルトガル語、ロシア語の多⾔語で実施した適正テスト受検者数は
⼀桁の段階であり、集計する資料とするにはさらなる受検者数が必要と考え、本稿では英語のみの適正テスト集
計結果を表⽰した。その集計をもとに適正テスト実施に関する考察をさらに深め、コミュニティ通訳者および通
訳学学習者の⾔語運⽤能⼒の質を担保するための⾼等教育機関の役割について検討を⾏った。 

⼤阪観光⼤学による『ISO13611:2014』認証取得要件に関しては、座学、実習（OJT）に関する学習時間につ
いて⼤阪⼤学医療通訳者養成コースの枠組みを踏襲している。2 年が経過した⼤阪観光⼤学コミュニティ通訳養
成の学習成果を明⽰する適正テスト結果集計について以下のように考察する。 
「適正テスト」は受検者の 2 ⾔語の双⽅向運⽤能⼒をチェックするためのテストである。受検者による研究へ

の同意を受け実施した適正テストは、80％達成度（CEFR B2レベル相当）を持って『ISO13611:2014』認証取得
要件としている。 

2021 年に開催された⽇本通訳翻訳学会年次⼤会で、坂本の「⾔語使⽤（産出と理解）のモデル」(坂本, 2014)
を援⽤し、適正テストの情報処理プロセスを説明した佐藤, ⼩森, 林⽥, 2021 によると、適正テストでは、問題⾳
声の提⽰が⾏われると、1)適正テストの解答意図の符号化が⾏われ、2)問題意図の解読を⾏い、3)適正テストの
提⽰⾔語へのアクセスとともに、4)解答⾔語の語彙アクセスを⾏い、5)解答の選択が⾏われる。上記過程で、発
話書字が、上記 5)の解答の選択となって「運動指令」が⾏われる（佐藤, ⼩森, 林⽥, 2021, p48）。学習環境、⾔
語運⽤能⼒の習得度合いは各⼈異なるが、コミュニティ通訳に関する ISO 国際規格『ISO13611:2014』認証取得
要件に取り⼊れた適正テスト受検は、CEFR B2レベル相当以上の⾔語の双⽅向運⽤能⼒獲得を意識した学習の動
機づけにもなり得る。 

認知⼼理学の視座に基づいて実施される適正テストの集計結果により、CEFR B2レベル以上の双⽅向⾔語運⽤
能⼒を持つ受検者が 12 パーセントを超え、50 名存在した事実により、⾼等教育機関および／また指導教員は、
学⽣が『ISO 13611:2014』認証取得を希望する場合、認証取得に必要なコミュニティ通訳者養成に関する座学と
実習の学習時間を確保する必要がある。 

2020 年度より⼤阪観光⼤学主催で実施している適正テストは、京都外国語⼤学ロシア語学科、⼤阪⼤学ベトナ
ム語学科教員の協⼒、指導、⽀援を得て 2022 年度 10 ⽉までに英語―⽇本語、中国語―⽇本語、ポルトガル語―
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⽇本語、ロシア語―⽇本語の組み合わせで実施してきた。2022 年 12 ⽉にベトナム語―⽇本語の適正テストを実
施することとなった。⽇本語の内容は全て同じ内容で⾏われるため、内容は多⾔語への忠実な内容構成で実施す
る。 

英語−⽇本語の組み合わせによる適正テスト受検者は 400 名を超えた。多⾔語展開している本適正テストの中
国語―⽇本語、ポルトガル語―⽇本語、ロシア語―⽇本語、ベトナム語―⽇本語の適正テストの受検機会と受検
者を増やすには⼤学のカリキュラム内外のインセンティブ、地域社会にも開かれ、社会貢献を視野にいれた受検
体制を整えて⾏くことも選択肢としてあげられる。 
今後は、公衆衛⽣分野における⽇本語、英語、ポルトガル語、中国語にロシア語を追加した 5 か国語組合せに

よる『ISO13611:2014 通訳−コミュニティ通訳のためのガイドライン』認証を取得したコミュニティ通訳者の活
躍に向け、⾼等教育機関によるコミュニティ通訳者養成教育の内容を検討する必要が出てくると思われる。 
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